
for Lecture Theater
階段・階段教室用  鋼製床下地材

 体育館、武道館（柔道場、剣道場、柔剣道場）の設計上、施工上における特に重要な留意点は次の通りです。

（JISとは、JIS A6519体育館用鋼製床下地構成材のことです）

●搬入時、資材の落下やずり落ちによるケガを防ぎ、腰を痛めないようにしてください。

 （現場での小運搬は無理のないようご注意ください。）
●鋼材の切り口は鋭利であり、また、切断時にはバリも生じ易いので、手を傷つけないようにしてください。

 （軍手等の保護手袋を着用してください。）
●素手による取扱い、または素肌の露出部はケガをするおそれがありますのでご注意ください。

（素肌はなるべくさけるような服装にしてください。）
●梱包用スチールバンドおよび針金等の切断時のはねあがり等によるケガが生じますのでご注意ください。

 （梱包をとく場合は状況判断して作業をしてください。）
●搬入時や保管時について次のような事項にご注意ください。

  ・原則として、屋内の湿気をよばない場所に保管してください。（やむを得ず屋外に置く場合には防水シート等をかけてください。）
  ・製品は、地面に直接置かないで平らなところにかい木をして水平に置き、積み重ねる場合は間木を施して荷崩れをおこさないように置いてください。

  ・クレーン荷揚げ等の運搬に際しては、布製平型吊りバンドを使用するなど製品の角や表面の損傷にご注意ください。

  ・製品の上に重い物を乗せたり衝撃をあたえないでください。

●体育館床、武道館等々の使用上で特に次ぎのような事項にご注意ください。
  ・重量物の移動にあたっては、床面に充分な保護処置を施し、必要に応じ補強を行ってください。

  ・重量物等による衝撃や外力をあたえないでください。

●体育館床、武道館等々の目違い、がたつき、段差、破損等が発生した場合は、早めの手当（補修、改修）と措置を行ってください。
●その他

● JISの使途別における設計上の選定。

　体育館等の床の設計上、使途別に要求される性能を選択し仕様、工法を決定してください。
● JIS製品の評価

　製品は、床の下地から仕上げまでのトータルシステムであり、その評価を十分に行い設計してください。
●設計上の細部の留意点
  ・設計上、特に重要なことは、屋内外の換気口を設置してください。

  ・ステージなどの床下部の設計は、必要に応じ配慮した補強を行ってください。

  ・JISの製品の各部（壁側、地窓、出入口部など）の納まりや取合いの設計には注意が必要です。

●所定の設計荷重を超えないような設計をしてください。
●多目的に使用する体育館等の設計は特別な仕様、構造の製品によって設計してください。
●設計にあたっては、JISに定められている各事項をよく読んで、正しい設計をしてください。
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 「ESH」type の豊富なサイズ設定を利用して、階段や階段教室、シアターの客席等に使用される
鋼製床下地材をご用意しました。より短時間での施工が可能になりました。階段・階段教室用　鋼製床下地材

フ ロ ア ー ビ ル ド エ ル ス

for Lecture Theater

施工中 完成後

■支持脚タイプ 単位（mm）

施工上の注意事項

●床基盤コンクリートは所定の強度が確保されていること。
 （強度180kg/cm2以上）

●コンクリートは所定の養成期間が確保され乾燥は充分であること。
 （コンクリート打設後10日以上経過していること）

●床基盤の仕上げは大きな突起、不陸がないこと。（±15mm以内）

●床下に湿気だまりが生じないよう換気を充分考慮すること。

●支持脚の位置を定め墨出しは正確に行うこと。

●床基盤と支持脚の固定は鋲打銃等で堅牢に行うこと。

●構成材の主要部分（大引鋼、根太鋼）の接合は確実に行うこと。

●ボルト、ナット、ビス及び固定金具等は確実に固定しガタ及び緩みが生じないこと。

●建物躯体と床端部との間には適切な間隔を設けること。（20～30mm程度）

●施工時に支障をきたすような状況（設置ダクト、電気配管等）の場合は施工に配慮すること。

●水平精度は仕上材の施工に支障とならない様に適切に行うこと。
 （施工精度は±5mm以内とする）

●特殊な納り部分については補強など強度について充分考慮すること。

●特殊な床（移動観覧席等）、仕様の場合は打合せにより検討する。

●その他標準施工に必要な事項は別紙施工要領書による。

フ ロ ア ー ビ ル ド エ ル ス

観客席鋼製床詳細図

床スロープ 断面詳細図 

脚タイプ 適応床高さ※

パイプ
900脚

パイプ
1000脚

パイプ
1100脚

パイプ
1200脚

U脚 115～190

B脚 191～230

A脚 231～450

特A脚 451～700

300脚 701～850

851～900

901～1000

1001～1100

1101～1200

調整しろ

±8

±10

±20

±55

±70

±70

±70

±70

±70

※根太天高さを示します。
※根太天高さ115以下、1200以上にも使用できます。
　ご相談ください。

■根太鋼・大引鋼の断面

■割付間隔 単位（mm）

支持脚間隔

900

大引鋼間隔

900

根太鋼間隔

300

許容荷重 kg/m2（N/m2   ）

502（4919）

豊富なサイズをご用意して
幅広い用途に適応します。

講義室等の施工時間が短縮できます。

根太鋼-E

36

68

30

板厚1.2

60

50

板厚1.6

大引鋼-E

A脚

特A脚

使用ボルト
（M16）

パイプ脚

ESH-type

リースポジ使用しています

1
5
0

支持脚＠900
（ESH-U）2液性エポキシ樹脂接着剤
ボルト埋込工法

セルフレベリング

タイルカーペットｔ6.5

ノンスリップ

什器指定長さ

設備空調吸込口
ライン型

床下メンテナンス用点検口600角（鍵付）

アルミ製

1
5
0
～
3
0
0

+150

±0

+300

ＲＣ用アンカー
2-φ6×35
（埋込35）

支持脚＠900
ESH-A

根太鋼＠300
（30×36×68×ｔ1.2）大引鋼＠900

（50×60×ｔ1.6）

タイルカーペットｔ6.5

構造用合板ｔ15×2重張り

塩ビシート仕様

タイルカーペット仕様

塩ビシートｔ2.0
合板ｔ5.5
構造用合板ｔ15
制振マットｔ4
構造用合板ｔ15

高遮音床仕様

下階が図書館・視聴覚教室

浮き床用防振材
厚25（ビブラン）

構造床スラブ厚150以上

浮き床スラブ
推奨厚100以上

グラスウールの浮き床に比べ施工後に問題となるクリープによる
経年変形の床下がりの心配がない次世代型の湿式工法です

5人歩行時の評価　約 NC-20
下階の居室30m2天井高2.7m時の予測検討値

室内の状態　 NC20～30
非常に静かで会話にも電話にも支障なし
大会議可能　
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仕上：無垢：フローリング　ｔ18
ベース：構造用合板　1800×900×ｔ15
下地：セルフレべリング調整　ｔ17

10
3.
6

10
8

ESH-A LHK（根太クロス）

手摺：木製φ40（タモ集成材）

手摺ブラケットSUSφ16HL

仕上：無垢：フローリング　ｔ18
（ノンスリップ加工:特殊ボーダー加工）
ベース：構造用合板　1800×900×ｔ15

20-30
支持脚＠900×900
ESH-A
支持台ｔ3（プレス加工）

スロープ　1/12　以下

▽
ス
ロ
ー
プ
基
点

FL±0▽
▽ＳＬ▽ＳＬ

1000

支持脚＠600×900
LHK
支持台ｔ3（プレス加工）

M12調整ボルト

1
7
3
.6

樹脂モルタル

FL+475
▽

FL+950▽

FL±0 ▽
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